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200℃～1,300℃まで、水蒸気を精密に制御可能な温度で高温ガスにすること

ができる。また、過熱水蒸気量の増減が簡単。この高温水蒸気ガスを使い、食材

を低酸素状態で乾燥させるため、栄養素も美味しさも損なわれない。

また、しっかりとした殺菌効果もあり、乾燥後の食材の多様な展開が見込まれる。

過熱水蒸気乾燥システム

❝廃棄食材を可食材へアップサイクル ❞

食品廃棄物

乾燥処理後、粉末にしたもの

粉末にすることで利用範囲が拡大し商品化されている

含有栄養素の一例



注目企業インタビューシリーズ

《第5回》　〈SO6〉 株式会社パワービジョン

代表取締役   冨山久詞氏 

今回は初めてのSO区画（シェアードオフィス）ご入居者様へのインタビューとなりました。

幅広くチャレンジされている事業内容やその経緯、現在のご状況について深堀りさせていただきました。

“偶然の出会いを大切にする”価値観が人生や経営観に表れていることが伝わるインタビューと

なっています。（2025年11月12日取材）

【代表者様について】

―ご経歴をお教えください。

大学時代は工学部で電気工学を専攻し、新卒では鉄道信号関係の会社に入社しました。自分が担当したお客様がアメリカの企業

だったので現地に駐在することになり、外から日本・自社を俯瞰したことが転機になって、1986年に転職しました。転職先では複写機、

プリンタやFAXに関する設計業務に従事しました。1年間に6機種設計する時もあったように、どんどん機種を増やして売り出していく時

代だったため、ドーパミンを出しながらひたすら働きっぱなしの社会人生活でした。また、2000年頃からはデジタルカラー複写機の小型

化・低価格化を他社に先駆けてすすめたことで、製品が爆発的に売れました。定年まで勤めあげ、退職したのち新横浜にて別会社を

友人と起業し、2019年にはパワービジョンを創業し今に至ります。

―ご自身が専門とされている領域についてお教えください。また、その領域を専門とされた経緯や理由は何でしょうか。

専門分野は、アナログ電気回路設計、電源設計、電子部品、不具合解析です。

元々機械工学に興味があったのですが、電子工学科に合格したのでそのまま進学しました。

幼いころから洋楽を聴くなどして自然に海外に目が向き、大学時代はアメリカへの短期留学を経験しました。その経験から、貿易関係に

ついても興味を持ち始めました。また、家が自営業だったこともあり、いずれ自分自身でも起業して経営に携わりたいと考えていました。

学生時代は、原子力関係のアルバイトに明け暮れました。ミサイル等の攻撃や自然災害が発生した際に、原子炉の炉心を守ることが

できる隔壁について研究する研究所にて、作図ソフトを組んで実験データを入力し、その結果（隔壁の状態）を作画するアルバイトを

していました。（オイルショック時代という事もあり、アルバイト代は遊びのガソリン代に消えていきました。笑）

―ご自分の特徴を三つ挙げるとすれば、どのようなものでしょうか。

１、諦めないこと

２、何事も実践してみること

３、問題が起きた時、躊躇せず事実を追求、共有できること

屋号でありマルシェなどで店名として使用している「Coincido（クインシド）」はラテン語で“偶然の出会い”という意味で、何事も実践し

てみるという自分の姿勢がもたらしてくれる福音かもしれません。

趣味は温泉に行くこと（地のものを味わいたいという食べ物目当てですが、結果的に仕事にも繋がっています。今は山形県酒田市の温

泉を狙っています。）と、音楽を聴くこと（主にロック）で、何本か所有しているエレキギターを今でも時々弾いています。

【会社様について】

―社名の由来をお教えください。

前職時代（サラリーマン時代）からパワーエレクトロニクスを視野に入れて事業展開したかったのでこのような社名にしました。（前職時

代から決めていました。）

一般的に、“エレクトロニクス”は電子のイメージがあると思いますが、“パワー”がつくと、電力領域まで拡大する意味になります。

―会社設立の経緯や目的をお教えください。

そもそも、家族の影響で“起業”に興味を持っていたかもしれません。

また、サラリーマン時代、自分の立場では会社の資金の運用状況があまり分からない、直接運用に携われないことから、“自分で経営

すること”に対して興味がありました。

そして、定年退職後に富山県出身の友人3人と起業しました。ビジネス上メリットがあると考え本社は新横浜に置いて私が常駐し、友

人が実際に稼働するWORKPLACEを富山にしたところ、意思決定がうまくできず2年足らずでスピンアウトに至りました。友人との会社

経営の際は並行して個人で既に４つの受託業務（プレーナトランス開発、パワーMEMS、高圧電源、技術者育成プログラム）を持っ

ていました。しかし、コロナ禍で企業とのアライアンスは途中で打ち切りになり、新たな新規事業(長期事業基盤)として食品販売・食品

輸出事業を始めるために自身で起業することを決心しました。

(代表取締役 冨山久詞氏)



―富山に長期滞在された際に偶然出会った糀甘酒が起業のきっかけのようですが、気候、文化、地域性など、富山のどのような

点に魅力を感じていらっしゃるのですか。

食の不思議を知りました。また、富山の逸品が関東圏では一切見かけないことに気付き、これは関東圏の方々に糀をはじめとする商品

を紹介すれば喜んで貰えるのではないかと考えました。糀の奥深さを実感したのがきっかけです。

販売している甘酒は、味噌用の糀を使用していてまろやかで、清酒に使われる糀とは異なる味です。また、常温で長期保存ができる高

温殺菌ではなく、低温殺菌なので、素朴な風味で繊細な仕上がりになっています。明治時代からの伝統的な糀屋さんなので、フレー

バーをつけない、素材の味が伝わるシンプルな商品を大切にされています。

糀甘酒は50％の方が苦手なようで、試飲していただくのも大変なんです。無理に勧められないですしね。

このように扱う商品は自分で確かめて取引を行っています。自分でお店に行ったり、仕入先さんから紹介していただくことで知ることが多

いです。そもそもこうした事業を始めたきっかけとしては、友人と起業した際にラボが富山にあったのですが、土日が暇だったので道の駅に

行って良いものに巡りあい、富山の魅力に惹かれていきました。

日産スタジアムのマルシェに出店したときに、たまたますごく売れて、勢いづいちゃって、そこから取引を開始しました。笑

―食品販売、電子機器設計、電子部品設計のように、事業の柱としては珍しい構成になっているかと思いますが、ぞれぞれのきっ

かけや理由をお教えください。

元々４つあった受託業務は新型コロナ感染症によりすべてがなくなりました。（自社とグループ会社で開発する、開発中断する、大手

企業とのアライアンスで開発するなどの理由）

そこで食品販売事業に集中を図り　補助金や創業融資で糀甘酒・塩糀をプライベートブランド化することで独自性を演出してマルシェ

や催事で販売を行いました。ECサイトも立上げ全精力を食品販売に傾けました。

Door to Doorで食品を扱うマーケットや店舗、食品工場、食品卸業者等50社以上をノックして回り、第三期まで続けましたが結果

はゼロ。繰越利益余剰金は▲250万円をこえて、一時は債務超過に陥りましたが、政府からの給付金(計340万)により何とか生き延

びました。

第二期に上海在住の友人に声を掛けたことが功を奏し、清酒などの酒類の輸出入卸売の販売免許を取得して、第三期後半には清

酒・富山のジュース・調味料等の輸出をスタートしました。

―事業内容やセールスポイントを詳しくお教えください。

食品販売事業

利益率が低い上に大量に販売できるスキームが確立できていません。糀甘酒・塩糀ファンのお客様がいらっしゃるので何とか続けていま

すが、定期的に実施している「甘酒造り・塩糀造りセミナー」や「味噌造りセミナー」を通じてファンの方々に本当の糀を知って貰い、口コ

ミで広がれば良いと思っています。また、現在は中規模販売店様に商品評価を頂いているところです。

食品輸出事業

中国経済が急激に減速しているので　良い時には6t/回程度輸出していたものが現在では2t/回程度となっています。友人との繋がり

でこちらもなんとか続けています。商品は、中国政府から許可され登録されたものに限定して輸出しており、上海の友人経由で、スー

パー、航空会社、居酒屋等に卸しています。

（米国、インド、ベトナムなどへの輸出も商談会などで検討しましたが契約には至りませんでした。）

パワーサプライ事業

中国生産を国内回帰しようと考える、高周波トランスを本業とする企業からの代替設計の受託設計です。受託設計に留まらず工程

改善、不具合解析と続けて行くうちに新たな工程内機器開発や新規事業推進など事業企画や社内の苦手分野に入り込むことで無

くてはならない存在になっています。年間の生産台数、目標生産時間の達成に向けて、生産方法の改善、時間短縮を目指していま

す。不具合解析としては、電線をひっかいて剝離させてしまうなどの原因を解析するなどです。（φ0.05の電線傷を顕微鏡でしか観察

できない不具合解析など）

過熱水蒸気乾燥システム

廃棄食材を可食材にアップサイクルしたり、保存可能な食材に殺菌したりと多様化できる新規事業で、2020年よりアライアンスで進め

てきているものです。昨年やっとインドネシア政府から許諾が得られ、米の長期保存に向けての一歩を踏み出します。技術に関しては特

許を取得し、製造権利だけ現地に渡す形を取る予定です。

明治時代より受け継がれた技法により、富山県東部に伝わる伝統的な糀甘酒を再現。風味、食感、色味を重視して、低温殺菌処理しています。

米糀の原材料は、日本でも５本の指に入る有数の糀菌に富山県産コシヒカリ米と黒部川水系の水だけで作った、自然本来の甘さが優しい純粋な糀甘酒です。ビタミンB群やオリゴ

糖、アミノ酸、ブドウ糖、食物繊維、ミネラルなど豊富な栄養素を含んでいます。柑橘系の果物と合わせたり、シナモン・きな粉やココアなどを混ぜてスイーツに。ほうじ茶や抹茶、紅茶と

混ぜても美味しいです。

富山の伝統製法で造った糀甘酒



落雷抑制システム

非接触はんだシステム

―現在の事業のご状況や、感じている課題はどのようなものでしょうか。

現時点での事業状況はパワーサプライ事業（受託設計事業）にほぼ依存しています。電子デバイス関連についてはすべて頼られてい

ること、普段はテレコンにて改善作業の支援などを情報共有化していますが、拠点である山形県酒田市に出張で出向く必要がある際

は忙しいです。平均すると2週間に一度くらいのペースで、滞在期間はその時々（数日～一週間ほど）で異なります。

その他のパワーサプライ事業についてはまだまだ実績があがっていません。

―今後の事業の方向性や、中長期のビジョンをお教えください。

2事業を当社の事業の柱としていきます。

まず1つ目ですが、開発受託事業は現在1社ですが2社へ展開しようと考えています。

2つ目としては、過熱水蒸気乾燥システムの新規事業を2026年にはインドネシアにて必ず立ち上げ、実績を作ります。春頃には機械

の移管が終わり、その後現地の方に対してオペレーション、メンテナンスといった教育を行う流れで予定しています。これが落ち着いたら、

同じ技術を活用しつつ、異なる食材や、廃棄されているものをアップサイクルするような新規事業に手を付けていきます。機械の開発・

改善を含めて、別の食材への転用ができるような設計にしたいと考えています。

強い経営基盤を構築できれば、今後どんな事業が舞い込んでこようとも適切に判断、対応できる力が備わると信じています。

【SFC-IVについて】

―SO区画ご入居のきっかけはなんですか。

神奈川産業振興センターのシェアドを借用していましたが、期限が切れたのでSFC-IVを薦められたためです。

―どのようなところに魅力を感じていますか？

綺麗で清潔なところです。また、2024年に「テクニカルショウヨコハマ2024」に出展したのですが、たまたまその日が大雪で、帰り道に財

団の方に助けていただいた件はとてもありがたく、手厚いサポートも魅力に感じています。　また、食品販売においても「藤沢産業フェス

タ」を毎年紹介頂き、藤沢市の皆さんに魅力ある商品を紹介させて頂いています。

―他の入居者や藤沢エリアに向けて一言お願いします。

静かで仕事に集中できる環境です。駅からは少し遠いですが自転車で通うと適度な運動にもなりとても気に入っています。

【インタビュアーの感想】

【編集・発行】　慶應藤沢イノベーションビレッジIM室
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中小機構側は普段接点があまり無いSO区画の企業様への初めてのインタ

ビューとなりました。湘南産業振興財団様のご支援も受けて、多岐にわたる

事業を様々な土地で推進されているパワービジョン様の引き出しの多いお

話を伺うことのできる機会となりました。

代表の冨山様は、「２、何事も実践してみること」とあるように、自分の在り

方を決めつけずに柔軟な立場でいらっしゃる点が素敵だなと思いました。

また、試飲させていただいた冨山様おススメの糀甘酒は、今まで飲んだ甘酒

と比べて、甘みはしっかり感じつつも後味がすっきりしていて飲みやすく、日常

に取り入れやすい味だと感じました。とても美味しかったです。

（中小企業基盤整備機構 関東本部 峰本）

友人と起業した当時の非接触はんだシステムの販売権利を得ています。チャンスを見ては販売活動を実

施している状況です。将来のデバイスの小型化、高集積化に有効な機器であるので、これからは

HUD(Head-Up Display)やMEMSなどに有効利用できるので営業範囲は広がるとみています。

2021年より販売許可を得て販売代理店として活動していますが現時点で販売実績はゼロで、これ

から豪雨災害、台風災害に向けて自治体をターゲットにフックして行きます。気候変動が顕著な近

年において人命、財産保護の観点から重要なデバイスとなり得ると思います。

非接触はんだシステム


